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本特集は1978年 9月から1979年 2月にかけ

て,京都大学東南アジア研究センターのスタ

ッフを中心として行われたインドネシア ･南

スマ トラ州における学際的調査 の報告 で あ

る｡1) この調査においては, スマ トラ島を貫

く脊梁山脈の南端に源を発 し,南スマ トラ州

を南から北へ流れてパ レンバ ン下流でムシ川

に注 ぐコム リン川と,この合流点から下流の

ムシ川流域を主要な調査対象としつつ,必要

に応 じてコムリン川に並行 して流れるムシ川

の他の支流オガン川の流域および他の地域か

ら情報を収集 した｡この地域を選んだのは,

それがスマ トラ島の一つの典型的な断面を提

供すると考えられたからである｡この断面に

沿った地形の変化に応 じてさまざまな生態的

条件が見出され,人間はそれらの各々でさま

ざまな農業的適応を試みつつ集落形成をくり

返 してきたのである｡

1)本調査は文部省昭和53年度科学研究費 (海外)
｢熱帯多雨気候下におけるイスラーム稲作社会
の展開過程｣(研究代表者坪内良博)によって
行われたものであり,日本側からの調査参加者
は次のごとくである｡坪内艮博 ･三谷恭之 ･高
谷好一 ･古川久雄 ･海田能宏･山田勇･福井捷
朗 (以上,京都大学東南アジア研究センター),
北村貞太郎 (京都大学農学部),口羽益生 (竜
谷大学文学部)｡ インドネシア側からはスリビ
ジャヤ大学学長シャフラン･シャムスディン氏,
前農学部長ナスルディン･イリアス氏,現農学
部長ラシッド･-ナフイア氏をはじめ,農学部
および経済学部を中心とする多くのスタッフや
学生の協力を得,ジャカルタからはヨンカー･
タンパ氏 (LEE.NAS研究員), ブディサント
ソ氏 (インドネシア大学文学部), ウジュンパ
ンダンからはマトゥラダ氏 (-サヌディン大学
文学部)などの参加 ･協力を得た｡また政府機
関としては,公共事業省都市および地方計画局,
公共事業省湿地開発部,パレンバン森林局など
の係員現地派遣を含む協力を得ることができた(
記して謝意を表する次第である｡

め に

本特集はこの種の学際的研究における学問

的性格の相違と目標の違いを明確にするため

に報告内容を 2部構成とした｡第 Ⅰ部は対象

地域に存在する事実の把握を主 目的とする純

科学的思考法を前提として過去ないし現在に

その焦点をあてているのに対 し,第Ⅱ部は規

範的思考法を前提として,現在の事実から出

発 し将来の展望を主目的としている｡

第 Ⅰ部の冒頭の ｢南スマ トラの自然環境区

分｣において海田能宏は東南アジア島峡部の

一角としてのスマ トラを,岩盤の上にピー ト

がのっている ｢木の世界｣として,川に支配
される ｢稲作の世界｣である大陸部と対比的

に捉え,スマ トラの地形を山の領域,丘の領

域,川の領域,海の領域に大別 し,調査地域

を,山地 (火山および高峰,解析山地,陥没

地帯),丘陵 (解析丘陵,高位段丘),準平原

(準平原,中位段丘),氾濫原 (自然堤防,後

背湿地),閉塞低地,海岸平野 (自然堤防,低

位段丘,河口沖積地)に分類する｡ 古川久雄

はこのように分類された地形の中でもとくに

スマ トラの特徴を明瞭に示す低地部に注目し

て,その特徴を形成する泥炭 ･亜泥炭土壌の

分布をさぐり,ポ ドゾル化の様態を論 じ,さら

に火山性噴出物の影響を吟味し,こうした特

徴を捉えた上でコム リン川流域の土壌地域を

提示する｡山田勇と SukristijonoSoekardjo

は ｢木の世界｣であるスマ トラの原形を構成

すべき森林の生態学的調査を行なった｡彼 ら

の調査は海岸から山地までの各種の森林植生

を扱っているが,本特集ではスマ トラがカリ

マンタンと並んで東南アジアにおける豊富な

湿地林の残存で知られていることに留意して,
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マングローブ林,湿地林の植生の記述に主力

を注ぎ,同時にこれらの湿地林の開拓の様相

についても論 じる｡

高谷好一は上述の自然条件の下で行われて

きた農耕の諸形態に関する詳細な観察を提示

する｡ ｢木の世界｣ の稲作は焼畑的な色彩で

おおわれており,バラン(なた)と植え棒に頼

る焼畑的手法が低湿地に至るまで通用されて

いるとみられる｡低湿地で特徴的に見出され

る伝統的な手法は,ルバ ックとよばれる氾濫

原ないし閉塞低地における減水期稲作,およ

びブギス人によってもたらされた海岸平野に

おけるパサンスルットとよばれる潮汐を利用

する自然堤防上の稲作である｡

三谷恭之はこの地域に分布する言語集団の

様相を明らかにすることを試みる｡脊梁山脈

上のラナウ湖からコムリン川中流にかけては

ラナウ,ダヤ,コムリンなどのランボン系諸

言語が分布 し,ムシ川流域,オガン川流域お

よびラナウ湖に北接 した脊梁山脈中にはマレ

ー語系の諸方言が分布する｡これらの言語が

ランボン系,マレ一系それぞれの中では微妙

な差異を示 しつつ連続的に変化 している様子

を考察する｡坪内良博はこれらの民族がいか

に自らの集落を形成 してきたかを,調査集落

に残された口碑をたどりつつ叙述する｡しば

しば共通の祖先をもつ集団とみなされる血縁

-地縁集団の結束は固く,新集落形成は分村

形成を原則とするのが特徴である｡そうした

人口増加と集落発展にともなって低地の土地

利用が進むようになる｡ 従来の土地利用の間

隙をぬってジャワ人 ･ブギス人などの進出も

みられる｡

第 Ⅱ部では北村貞太郎,海田能宏がそれぞ

れの専門的立場から南スマ トラの将来像の考

え方を述べる｡まず北村は地域計画学および

農業地理学的立場から行政村に相当するマル

396

ガ単位のデータを収集 ･処理 し,対象地域内

の圏域の構造を明らかにしつつ,地域の一体

的把握を試み圏域別の特性把握を試みる｡次

いで海田は南スマ トラの農業開発の可能性を

各地域区分ごとに論ずる｡その中で,海田は

西欧人の計画専門家の論調が準平原でのゴム

園造成と穀作を推奨するのに対 して,農民個

人が十分な労働と時間を費やせば自由で多彩

な土地利用を展開できる低湿地をより重視す

べきだという見解を披露する｡そして,最後

に,北村,海田はこうした圏域別地域特性,

開発可能性を踏まえ,地域開発の将来のとり

組み方につき述べる｡中でも,交通計画と農

業開発 (含水利計画)の組み合わせ方の重要

性に論及する｡

以上がこの特集の構成である｡全体を流れ

る トーンにいくらかでも共通のものがみられ

るとすれば,それは調査参加者が赤道に近い

太陽に身をさらしつつ,ジープや小舟で行動

をともにしながら激論をたたかわした結果に

はかならない｡われわれの調査は完全な成果

を得るには余りにも短期間であったが,学際

的なチーム編成は ｢ことがら｣の本質的理解

への到達において時間的制約という難点をか

なり克服できたと思 う｡民族誌が不備であり,

かつ地域的変異が大きい調査地に対 してはか

かるチーム編成の調査はきわめて有効であっ

たと思う｡

最後になるが,この調査が可能となったの

は南スマ トラ州の地元の大学であるスリビジ

ャヤ大学の協力に負うところが大きい｡この

特集に続いて同大学との共同報告の形式をと

る英文報告書を刊行する予定であるが,本特

集はその骨子となる報告を集めたものである｡

(坪内良博*)

*京都大学東南アジア研究センター



Y.Tsubouchi:工ntroduction

lntroduction

Thisspecialissueconsistsofthereports

oftheinterdisciplinaryresearchConducted

byaKyoto-SriwlJayaUniversitiesteam in

theKomerlngl0gan-MusivalleysofSouth

Sumatrafrom September1978toFebruary

1979toinvestlgatepopulationgrowthand

landuseinthisarea. Theareawaschosen

asitoffersatypICalproBlewithvarious

ecologicalconditionsforagrlCulturaland

humanadaptation. Thereportsaredivid-

edintotwoparts:Part1isdescrlptive,and

Part20鮎rsafutureperspectivethrough

normativeanalysis･

ThearticlesinPart1areasfわllows:

Inthe爺rstarticle Dr.YoshihiroKaida

glVeSaClassi6cation ofthereglOn. He

describestheislandofSumatraasaworld

oftreesgrowingonpeat,whichoverlies
rock. HethendividesSumatraintofour

majorsphereswhicharedominatedbyeither

mountains,hills.rivers,orthesea. Thoseノ

fourspheresarefurtherdividedinto(1)

Mountain(VolcanoandHighpeak,Dis-

sectedmountain,andDepression),(2)Hill

(Dissected hilland High terrace),(3)

Peneplain(UndulatingpeneplainとLndMid-

dleterrace),(4)Floodplain(Naturallevee

and Backswamp),(5)Constricted River

Basin orLebaA,and (6)CoastalPlain

(Naturallevee,Lowterrace,andEstuary),

asshownonthemap･

Dr.Hisao Furukawa,soilscientist,
turnedhisattentiontothelowlandareaof

Sout土lSumatra,andshowsthedistribution

ofthepeatysoilswhich characterizethe

area･ Afterdiscussmgpodzolization,the

effectsofvolcanic eruptlOnS,and other

factors,hepresentsasoil-classi丘cationmap

ortheresearcharea.

Drs.IsamuYamada,forestecologist,

andSukristlJOnOSoekardjomadeanec0-

10glCalstudyorthefわrest. Thoughtheir

surveycoveredforestvegetationfrom sea-

shoretomountain top,they concentrate

theirdescrlptlOn in thisreporton the

mangroveandswampfわrestsofthelowland

areabecauseoftheirimportanceinSumatra.

Theyalsodescribethenativemethodor

openlngtheswampfbrests･

Dr･YoshikazuTakaya)naturalgeog-

rapher,presentshisobservationsonthe

agriculturalpracticesofthisarea. The

influenceofslashandburncultivationwith

Parang(longbush-knife)andplantingstick

dominateseventhericecultivationofthe

lowlandarea. Particularaspectsorlow-

landricecultivationaretheutilizationof

lebahinthedryseasonandtidalirrlgationor

2asa7ig∫ur〟Zinthedownstreamarea･

Dr･YasuyukiMitaniclassi丘es the

languagesanddialectsspokeninthisarea･

LampungandMalayarethemajorlan一

guages. ThefらrmerincludestheRanau,

Daya,and Komering languagesand is

distributedmain]yin theRanaudistrict

and the upper and middle Komering

Valley. DialectsorMalayarespokenin

otherareasincludingtheMusiandOgan

valleys and the mountains adjacentto

Ranau.

Dr･YoshihiroTsubouchi,sociologlSt,

describesthesettlementorthesurveyedarea

utilizinglocallegendsandoraltraditions.

NewvillageswerefわrmedinprlnCipleby
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establishingabranchhamlet丘rmlytied

throughkin-relations. Developmentofthe

lowerareasproceededinaccordancewith

populationgrowth･ Recenttransmlgration

oりavaneseandliugineseisalsoimportant

fortheirintensiveuseoflandscarcelyuti-

lizedorabandonedbythelocalpeople.

InPart2,afutureplCtureOfSouth

SumatraisdrawnbyMr.TeitaroKitamura

andDr.Kaida. Mr.Kitamura,regional

planningspecialist,makesareg10nalclassi一

五CationutilizingtheinfわrmationinPart1

andanalyzlngthedataobtainedfrom each

marga.Hethentriestopredictthefuture

prospectsofeachregion. Dr.Kaida,asan

irrlgationspecialist,examinesthepossible

agriculturaldevelopmentofthediHerent

reglOnS･ IncontrastwithWesternideas

whichprefertoconcentratetheirdevelop-

mentale鮎rtonthepeneplain,heconcen-

398

trateson thewetlowland wheremany

typesorlandusearepossiblethroughthe

effortsofindividuals.

ThoughtheresearchperiodinSouth

Sumatrawastooshorttoobtainacomplete

andsatisfactoryresult,theinterdisciplinary

team doespresentawholeplCtureOfthe

area･ Thistypeofresearchseemseffective

inareaswhereethnograph'cmonographs

arescarceand thereglOnalvariation is

remarkable.

Finallyitshouldbementionedthat

theresearchwou】dnothavebeenpossible

withoutthecooperationofthelocalstaffof

SriwIJaya University.The editorhopes

thatthereaderwillalsorefertotheEnglish

reportorthisresearchwhichwillsoonbe

published. (YoshihiroTsubouchi*)

*TheCenterforSoutheastAsianStudies,Kyoto
University


